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評

地学団体研究会静岡支部編著

日曜の地学 (13)静岡の地質をめぐって

は築地書館が計画的に主として各県単位に夫々の地方の諸地学団体等に執筆を委窺して印刷発

行されているものの中の一つで、本書を入れて発行されたものは、すでには都府県に及んでいる O

今回発行の本書の紹介は、すでに地質学雑誌第 87巻第 2号(1981年 2月号)に埼玉大の角田史雄

氏が書いておられるが、いささか抽象的である O 本県の地繋に最も関心を持つ県地学会の会員諸氏が

必ずしも日本地震学会の会員であるとは限らないので、もう少し具体的に、ここにその内容について

紹介しておきたいと思う O

は日曜の地学としてのシリーズの一つであるために、なるべく土曜、日曜を利用して往復可能

な各地が選ばれているために東海道線治線の各駒点、各地域がとり上げられて、東から西へと 11展を追

って良い露顕地域の説明が地質学の基礎に触れながらなされている O

各地域毎に案内閣や露頭のスケッチ菌、断面図、種々の表、写真等が入っており地質的説明も夫々

にわかり易く述べられており、県内の中高校生諸君の良い地学の参考書となるばかりか大学生や地学

を持っている一般の人々のリクリェーションの際の惇し であるといえる O の中のス

ケッチや断面間、地質 自身が説明を良く ん りをしておくと

関県の

し易くなる

岡県のであろう O なお、

岡県の

いて わせてもらえば、 後の 3

しい様な気がしないでもなし '0 また、静岡

の入口ともいうべき熱海混泉と伊豆東海岸が全く触れられていないこと、丹那トンネル、

のことが説明されていないことは、何となく県内に住む地震愛好者にとってはさ丹那

びしい O

山については昭和初期、大浜jでの 1，000m近くのボーリングと天照教組神社付近で数 100m の

離が実施されたことなどに一寸触れておけば長かったと思う O このようなことは、そのうち人

々から忘れ去られてしまうことであろうと思う O

なお、まだ付加えてもらいたかったことはあるとしても

人々にとっては、本会発行の「東溢自然歩道の地学

ところであり、 をお めしたし '0 B 6張、 193

内の地質を学びとろうという多くの

に良い参老議となることは疑のない
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